
 11 月 19 日（木）、那須地区広域研修センターにて、那須地区社会教育主事有資格者ステ

ップアップ研修を開催しました。本年度は、栃木県立足利工業高等学校教頭・国立教育政策

研究所フェローの井上昌幸先生を講師に迎え、「地域とともにある学校づくりを進めるため

に～有資格者に求められること～」と題して、演習を交えた御講話をいただきました。 

 井上先生は、「学校と地域との連携・協働の必要性」「学校 

を核とした地域づくり」「地域連携教員の活動分析」「有資格 

者に期待されること」の４つの観点からお話しくださいまし 

た。国の教育政策の変遷や学校での実践事例も聞くことがで 

き、改めて社会教育主事有資格者に向けられている期待の高 

さを確認することができました。 

 特に、教育の役割の一つである「子供たちに、多様な価値観に触れる機会をいかに与えら

れるか」という側面から、地域と関わることで得られる教育効果について、御自身の経験等

も踏まえながら熱く語ってくださいました。「それぞれの発達の段階において、（地域との関 

わりの中で）体験しておくべきことを体験しておくことが重要。小学校で体験していないと、

高校でやろうとしてもできない。」という言葉には、とても説得力がありました。 

 地域連携教員には、「総合調整」「連絡調整や情報収集・発信」「取組の充実」の三つの役

割がありますが、これらを具体的に示した「地域連携教員の活動充実のためのチェックリス

ト」を、井上先生より提供いただきました。地域連携教員と学校全体の活動実施状況が、客

観的に分析できるツールとなっています。（裏面参照） 

さらに、井上先生は、学校と地域の連携活動を見直す際に、「その活動が児童生徒にとっ

て効果的かどうか」という視点が見落とされがちであることも指摘され、学校と地域の連携

には、これからの時代を生きる子供たちを育む目標があることを、繰り返し強調されていま

した。 
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今年度、赴任しました反保直子です。コロナ禍の最中に、自然の家での勤

務がスタートしました。慣れない仕事に戸惑うことが多いのですが、職場の

方や利用される団体の方から多くのことを学んでいるところです。当施設で

は、那須の自然を十分に満喫することができます。主催事業では、様々なイ

ベントを計画しています。ホームページやＳＮＳに掲載していますので、ぜ

ひ確認してください。御利用、御参加をお待ちしています。 

令和２(2020)年度那須地区ふれあい学習ネットワーク 

日時：令和３(2021)年１月 26 日（火）14:00 受付開始 14:30 開会 

場所：那須塩原市三島ホール 

講師：一般社団法人とちぎ市民協働研究会  代表理事 廣瀬 隆人 氏 

講話：「明日からはじめる地域連携」           

なす高原自然の家 反保
た ん ぼ

 直子
な お こ

 社会教育主事 
 
紹介します！ 
      社会教育主事 

tel:0287(23)2177

